令和３年度　社会科　授業改善推進プラン
大田区立大森東小学校

１　昨年度の授業改善推進プランの検証

（１）　成果

　・地図帳や資料集などの地図やグラフを見て考える機会を増やし、じっくり考える時間を確保した結果、社会の問題点を見出し、自分事として捉える態度が高まった。
（２）　課題

　・地図やグラフを見て考える問題につまずきが見られる。
　・社会の問題点を既習の用語や語句を使って、文章に書き表すような記述問題に無回答が目立ち、つまずきが見られる。
２　大田区学習効果測定の結果分析

（１）　達成率（経年比較）
	
	令和２年度結果
	令和元年度結果
	平成30年度結果

	第４学年
	知識・技能　△２．９
思考・判断　▼８．８
主体的な態度△４．０
	
	

	第５学年
	知識・技能　▼７．６

思考・判断　▼１２．６

主体的な態度▼１０．９
	（第４学年時）
関心意欲態度▼２３．０
思考・判断・表現▼２３．５

技能　　　　▼１７．４

知識・理解　▼２０．６
	

	第６学年
	知識・技能　▼１４．５

思考・判断　▼１１．１

主体的な態度▼２３．２
	（第５学年時）
関心意欲態度▼　７．７
思考・判断・表現▼　３．８

技能　　　　▼　３．９

知識・理解　▼　５．８
	（第４学年時）
関心意欲態度▼　３．１
思考・判断・表現▼　３．１

技能　　　　▼　２．８

知識・理解　△　０．３


（２）　分析（観点別）
　①　中学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・安全を守る働きや特徴などの知識・理解が低い。
・地図記号や市の様子の移り変わりについての問題は全国正答率より高い。


	・既習事項を自分の言葉でまとめるなど、文章で表現する力が低い。

	・グラフなどの資料の読み取りができるようになって、選択肢の意味を考えながら正しい選択肢を選ぼうとする態度が高まった。
・無回答が少ない。


　
②　高学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・５学年では、目標値に到達してはいないが、昨年度と比べて５ポイント上がった。
・５学年では、日本の国土やその地形について学習したことの定着が図れていない。

・６学年では、国土と自然環境について学習したことの定着が図れていない。

・６学年では、「北方領土」や「品種改良」などの用語の理解が不十分である。

	・５学年では、話と資料に着目して水道局の取り組みと災害時の活動の理由についての問題では、正答率が目標値より３７．５ポイントと特に低い。このことから、読み取る力が低いため、資料から考えられる内容との結びつきを考える力が不十分である。
・６学年では農作業や日本の食料生産の学習において、資料に着目して、農作業の変化や日本の食料輸入の問題点を考察する問題の正答率が高い。
	・複数の資料を読み取って課題を解決する記述式の問題において、無回答が多く、自分の考えを表現しようという意欲が不十分である。



３　授業改善のポイント（観点別）
（１）中学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・様々な機会に地図記号や四方位について触れることで、社会科に関する基礎知識の定着を図る。

・グラフやイラスト等の具体資料では、たくさんの情報を引き出し全員で共有する場の設定をする。
・資料の読み取りでは、最も高い低いだけでなく、およその数値まで読み取らせる。
	・児童一人一人が学習問題を見出せるように導入の工夫（資料の提示の順番・タイミング・大きさ）をし、キーワードを見付けさせることで、文章で表現できるよう指導をする。
・普段の学習から、学習のまとめや授業の感想を書かせる活動を行う。

	・普段の学習から、学習のふり返りを行い、振り返る際の視点を定める。
・様々な社会事例を共有し、学習した内容を生活の中でも確認したり生かしたりすることで学習事項を自分事として捉えるようにし、意欲を高める工夫をする。


（２）高学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・様々な機会に地図帳を使い、都道府県に触れることができるようにして、都道府県についての知識の確実な定着を図る。
・日本の地形と気候の特色をきちんと結び付けて学習させる。
・重要語句について学習の中でノートに書かせるなど意識を高める。
	・常にグラフや表が出てきた時に、表しているものや数値をしっかりと読み取らせ、どんなことが分かるか確認する。
・単元の最初や最後には、学んだことをもとにして、社会的事象について予想したり考察したりする機会を設定する。

	・自分の考えをもってそれを表現できるように普段の学習から、資料から分かることや自分の考えを書かせる活動を取り入れ、授業の最後にはまとめを書かせる活動を行う。


